
性
別
役
割
分
業
の
転
換
　

急
務

　
永
瀬
　
伸
子
　
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授 若

年
人
口
減
で
日
本
的
雇
用
慣
行
の
矛
盾
拡
大

女
性
の
賃
金
底
上
げ
へ
正
社
員
比
率
上
げ
必
要

父
親
の
帰
宅
な
お
遅
く
子
育
て
参
加
は
限
定
的

　ながせ・のぶこ　 年
生まれ。東京大博士（経
済学）。専門は労働経済
学

　
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
働
き
方

改
革
法
の
う
ち
残
業
の
上
限
規
制

が
実
施
さ
れ
る
（
中
小
企
業
は

年
４
月
か
ら
）。時
間
外
の
上
限
に

つ
い
て
「
月

時
間
、
年
３
６
０

時
間
」
を
原
則
と
し
、
臨
時
的
な

事
情
が
あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０

時
間
、単
月
１
０
０
時
間
未
満（
休

日
労
働
含
む
）
、
複
数
月
平
均

時
間
（
同
）
が
限
度
と
な
る
。
ま

た

年
以
降
に
施
行
さ
れ
る
正
規

・
非
正
規
雇
用
労
働
者
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
の
禁
止
も
重
要
だ
。

　
働
き
方
改
革
は
、
日
本
経
済
に

と
っ
て
次
の
点
か
ら
必
要
だ
。

　
第
１
に
日
本
的
雇
用
慣
行
の
ひ

ず
み
が
拡
大
し
て
い
る
。
企
業
側

が
長
期
雇
用
を
保
障
し
、
年
功
的

な
賃
金
制
度
を
と
る
代
わ
り
に
、

企
業
側
に
強
い
残
業
命
令
権
や
配

転
命
令
権
が
与
え
ら
れ
る
。
景
気

が
悪
い
と
き
も
解
雇
し
な
い
で
済

む
よ
う
コ
ア
社
員
数
を
少
な
く
採

用
す
る
。
こ
の
た
め
景
気
が
良
く

な
る
と
残
業
が
発
生
し
や
す
い
。

　
さ
ら
に
長
期
雇
用
な
の
で
、
そ

の
時
々
の
仕
事
内
容
よ
り
も
、
年

功
的
な
職
能
資
格
で
賃
金
が
決
め

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
若
年
人
口

が
少
数
と
な
り
、
中
高
齢
人
口
が

多
数
を
占
め
る
よ
う
な
人
口
構
造

で
は
、
中
年
期
に
賃
金
が
大
き
く

上
が
る
賃
金
制
度
の
維
持
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
企
業

は
正
社
員
採
用
を
絞
り
、
非
正
社

員
の
採
用
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
正
社
員
の
仕
事

負
担
が
増
え
て
長
時
間
労
働
が
恒

常
化
す
る
一
方
、
非
正
社
員
の
賃

金
は
低
く
、
若
年
男
女
の
一
部
に

は
貧
困
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
第
２
に
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
中

で
、
ど
の
先
進
国
で
も
平
均
的
な

男
性
の
年
収
は
下
落
傾
向
に
あ
る

が
、
女
性
の
稼
得
賃
金
の
上
昇
が

家
計
の
豊
か
さ
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
日
本
で
は
男
性
が
長

時
間
労
働
を
す
る
一
方
で
、
女
性

は
出
産
を
機
に
離
職
し
、
そ
の
後

は
最
低
賃
金
近
く
で
働
く
者
が
い

ま
だ
多
い
。
女
性
の
稼
得
能
力
を

引
き
上
げ
る
に
は
、
長
時
間
労
働

を
当
然
と
す
る
働
き
方
を
改
革
し

た
う
え
で
、
女
性
の
正
社
員
の
就

業
継
続
の
奨
励
や
、
非
正
社
員
と

正
社
員
の
賃
金
格
差
を
縮
小
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
第
３
に
「
長
時
間
労
働
だ
が
高

賃
金
」
も
し
く
は
「
労
働
時
間
の

自
由
度
は
高
い
が
低
賃
金
」
と
い

う
働
き
方
の
二
分
化
は
少
子
化
を

促
進
す
る
。
た
と
え
長
時
間
働
い

て
も
、
男
性
が
１
人
で
家
族
を
支

え
る
生
涯
賃
金
を
得
ら
れ
る
見
通

し
を
持
ち
に
く
く
な
っ
た
。
ま
た

未
婚
男
女
に
後
者
の
働
き
方
が
広

が
っ
て
い
る
が
、金
銭
面
か
ら
も
、

育
児
休
業
制
度
な
ど
の
社
会
的
保

護
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
も
、
家

族
形
成
が
困
難
だ
。
女
性
が
稼
得

能
力
を
持
続
し
つ
つ
子
ど
も
を
持

て
る
働
き
方
と
社
会
保
障
を
つ
く

り
出
す
に
は
、
男
性
を
含
め
た
働

き
方
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

　
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
日
本
的
雇

用
慣
行
の
大
改
革
が
必
要
だ
。

　
日
本
的
雇
用
で
は
、
家
族
の
ケ

ア
は
無
職
の
妻
が
担
う
こ
と
が
暗

黙
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
給
料

に
配
偶
者
手
当
を
上
乗
せ
す
る
企

業
が
多
い
こ
と
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
被
扶
養
配
偶
者
を
保
護
す
る

社
会
保
険
で
の
第
３
号
被
保
険
者

制
度
も
、
こ
う
し
た
背
景
か
ら
維

持
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

さ
れ
て

年
に
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
は
働
き
方
改
革
を
伴
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
女
性
に
と
っ

て
相
対
的
に
高
賃
金
を
得
ら
れ
る

未
婚
期
を
延
ば
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
誘
因
）
に
し
か
な
ら
ず
、
家

族
形
成
を
機
に
「
長
時
間
労
働
が

前
提
で
高
賃
金
」
な
仕
事
を
離
職

す
る
者
が
多
数
だ
っ
た
。

　
総
務
省
「
労
働
力
調
査
」
に
よ

れ
ば
、

年
の

〜

歳
層
の
女

性
正
社
員
比
率
は

％
程
度
に
と

ど
ま
り
、
有
配
偶
に
限
定
す
れ
ば

％
で
、

歳
代
も
同
程
度
だ
。

年
の

〜

歳
層
の

％
、
有

配
偶
の

％
か
ら
は
上
昇
し
て
い

る
が
、
中
年
期
の
女
性
正
社
員
割

合
は
３
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　
ま
た
女
性
正
社
員
の
平
均
年
収

は
３
０
０
万
円
を
超
え
る
が
、
パ

ー
ト
は
１
０
０
万
円
台
、
契
約
社

員
・
嘱
託
社
員
で
も
２
０
０
万
円

前
後
だ
（
労
働
力
調
査
か
ら
所
得

階
級
の
中
位
数
を
使
っ
て
金
額
を

推
計
）
。
女
性
の
賃
金
の
底
上
げ

に
は
、正
社
員
比
率
を
上
げ
る
か
、

非
正
社
員
の
立
場
で
も
経
験
と
と

も
に
賃
金
が
上
が
る
よ
う
な
働
き

方
を
つ
く
り
出
す
し
か
な
い
。

　
こ
こ
ま
で
の
働
き
方
改
革
は
成

功
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
正

社
員
女
性
の
出

産
離
職
が
大
卒

中
心
に
減
っ
て
い
る
ほ
か
、
女
性

正
社
員
だ
け
で
な
く
男
性
正
社
員

の
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
、
特
に

子
ど
も
の
い
る
層
を
中
心
に
安
倍

政
権
下
で
減
少
し
て
お
り
、
一
定

の
成
功
を
収
め
た
と
い
え
る
。

　
労
働
力
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働

時
間
は
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る

（
図
参
照
）
。
育
児
休
業
取
得
が

増
え
育
児
短
時
間
勤
務
も
法
制
化

さ
れ
る
な
ど
、
特
に
幼
い
子
ど
も

の
い
る
女
性
正
社
員
の
労
働
時
間

は
目
立
っ
て
減
っ
た
。
変
化
は
比

較
的
小
さ
い
が
、
男
性
正
社
員
の

労
働
時
間
も
減
っ
て
い
る
。
幼
い

子
ど
も
を
持
つ
男
性
の
労
働
時
間

は
よ
り
大
き
く
減
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
事
業
所
に
対
す
る
調
査

で
あ
る
厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
」
で
み
た
傾
向
は

異
な
る
。

〜

歳
男
性
の
所
定

内
労
働
時
間
と
残
業
時
間
の
合
計

は
、
世
界
金
融
危
機
後
の

年
に

下
落
し
た
後
、
緩
や
か
な
増
加
傾

向
に
あ
る
（
図
参
照
）
。
図
に
は

示
し
て
い
な
い
が
、

〜

人
企

業
の
月
間
所
定
内
労
働
時
間
は
１

千
人
以
上
の
企
業
よ
り
も

時
間

ほ
ど
長
い
。
一
方
、
１
千
人
以
上

企
業
は
景
気
動
向
と
と
も
に
残
業

時
間
が
最
も
伸
び
る
。
景
気
が
良

い
と
き
に
残
業
が
増
え
る
の
は
通

常
の
景
気
循
環
の
動
き
だ
。

　
で
は
な
ぜ
両
調
査
の
傾
向
は
か

い
離
し
て
い
る
の
か
。
労
働
力
調

査
は
月
末
１
週
間
の
労
働
時
間
を

個
人
に
尋
ね
た
も
の
だ
か
ら
個
人

の
記
憶
に
よ
る
。
一
方
、
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
は
常
用
労
働
者

人
以
上
の
企
業
で
賃
金
台
帳
に

記
録
さ
れ
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
た

労
働
時
間
だ
。
労
働
力
調
査
は
サ

ー
ビ
ス
残
業
を
含
め
た
正
社
員
の

労
働
時
間
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
示
す
。
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
は
、
最
近
の
景
気
回
復
に
よ

る
需
要
増
で
残
業
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。

　
全
般
に
、
個
人
対
象
の
調
査
か

ら
は
依
然
男
性
の
労
働
時
間
が
長

い
実
態
が
見
え
て
く
る
。

年
の

総
務
省
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
小
学
校
在
学
の

歳

未
満
の
子
ど
も
の
い
る
父
親
は
、

午
後
７
時
に
は
半
数
、
８
時
に
は

％
、
９
時
に
は

％
が
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
を
し
て
い
る
。
専
業
主
婦

世
帯
と
夫
婦
共
働
き
世
帯
を
比
較

す
る
と
、
８
時
に
父
親
が
仕
事
を

し
て
い
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ

％

と

％
で
、
共
働
き
世
帯
の
父
親

は
や
や
帰
宅
時
間
が
早
い
。

　
し
か
し
夕
食
時
間
の
６
時
を
み

る
と
、
ど
ち
ら
の
世
帯
の
父
親
も

７
割
超
が
仕
事
を
し
て
い
る
。
一

方
、
共
働
き
の
母
親
は
、
６
時
を

過
ぎ
る
と
１
割
未
満
し
か
仕
事
を

し
て
お
ら
ず
、
子
育
て
へ
の
父
親

参
加
は
ま
だ
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
賃
金
面
で
は
、
一
般
雇
用
男
性

の

〜

歳
層
の
所
定
内
賃
金
は

年
か
ら
の

年
で

万
円
ほ
ど

減
っ
た
が
３
５
８
万
円
だ
。一
方
、

同
年
齢
の
正
社
員
女
性
の
賃
金
は

万
円
ほ
ど
上
昇
し
た
と
は
い
え

２
６
２
万
円
に
と
ど
ま
る
。

　
な
お
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

か
ら
、
月
間
労
働
時
間
が
２
０
５

時
間
（
週

時
間
労
働
で
４
週
働

き
、
時
間
外
上
限
の
原
則
で
あ
る

月

時
間
を
足
し
た
水
準
）
を
超

え
る
者
の
割
合
を
計
算
す
る
と
、

景
気
回
復
と
と
も
に
上
昇
し
て
お

り
、

歳
代
〜

歳
代
の
男
性
正

社
員
の
２
割
弱
、
女
性
正
社
員
で

は
６
％
程
度
に
の
ぼ
る
。
特
に
男

性
に
つ
い
て
は
今
後
も
仕
事
の
効

率
化
な
ど
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　
残
業
規
制
の
強
化
に
よ
り
、
疾

病
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
悪
化
の
緩

和
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
男
性

が
家
庭
時
間
を
持
ち
、
女
性
が
働

き
や
す
く
な
る
に
は
ま
だ
道
は
遠

い
。
同
時
に
正
社
員
と
非
正
社
員

の
格
差
縮
小
も
重
要
だ
。
日
本
企

業
の
強
み
は
人
材
育
成
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
非
正
社
員
は
企
業

内
の
人
材
育
成
の
仕
組
み
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
同
一
労
働

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

仕
事
の
差
と
賃
金
差
に
つ
い
て
納

得
で
き
る
も
の
と
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
筆
者
は
今
後
の
日
本
経

済
を
考
え
れ
ば
、
納
得
性
に
加
え

て
、
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
可
能
な
働
き
方
と
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

る
え

。


